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」
下
車
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自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
電
話
）
な
し

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

雨
に
感
謝
の
吐
山
太
鼓
踊
り

近
鉄
榛
原
駅
か
ら
額
井
岳

を
右
手
に
見
な
が
ら
香
酔
峠

を
上
り
切
る
と
、
下
部
神
社

が
鎮
座
さ
れ
る
吐
山
地
区
で

す
。創

建
は
不
詳
で
す
が
、「
下

部
神
社
略
記
」
に
よ
る
と
、

こ
の
地
の
豪
族
星
川
氏
が
都

祁
国

造

の
祖
で
あ
る
神
八

井
耳
命
を
氏
神
と
し
た
の

が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

神
社
は
、
明
治

（
１
９

０
７
）
年
に
現
在
地
に
あ
っ

た
春
日
神
社
と
合
祀
さ
れ
る

ま
で
、
現
在
地
の
南
東
約
８

５
０
㍍
の
字
「
オ
リ
イ
（
オ

リ
エ
）
」
に
あ
り
ま
し
た
。

旧
社
殿
の
裏
山
の
尾
根
に
は

「
イ
ワ
グ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る

大
き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。
春

日
神
社
は
弘
治
２
（
１
５
５

６
）
年
に
吐
山
日
向
守
光
政

が
祭
っ
た
社
で
す
。
合
祀
の

際
に
、
式
内
社
で
あ
る
下
部

神
社
と
改
称
し
ま
し
た
。

秋
の
例
大
祭
で
は
、
４
０

０
年
ほ
ど
前
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
「
吐
山
太
鼓
踊
り
」

(
県
無
形
民
俗
文
化
財
)
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
笠
間
川
最
上

流
の
高
地
に
あ
る
吐
山
は
水

不
足
が
深
刻
で
、
日
照
り
の

時
は
境
内
に
白
砂
を
ま
き
、

池
を
掃
除
し
、
山
上
で
火
を

た
い
て
太
鼓
を
鳴
ら
し
続
け

て
降
雨
と
豊
作
を
祈
り
ま
し

た
。
祈
願
が
成
就
し
た
お
礼

と
し
て
踊
ら
れ
た
の
が
こ
の

踊
り
で
す
。
大
き
な
干
ば
つ

の
年
に
し
か
奉
納
さ
れ
な
い

た
め
、
用
水
路
の
整
備
が
進

ん
だ
昭
和

（
１
９
６
７
）

年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
ま

し
た
。

年
に
保
存
会
が
結

成
さ
れ
、
華
や
か
で
勇
壮
な

踊
り
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

小
西
和
子
）
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神
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で


